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（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、生殖医療や再生医療などの医療技術の発達に伴って人間の生命への技術
の介入の機会と可能性が著しく増大している今日の状況において問題となる、「人間
の尊厳」および「人間の生命」の意味と両者の間の交錯した関係について、ドイツ基
本法が定める両概念をめぐる法哲学や憲法学の長年にわたる検討を主たる素材に、ド
イツにおけるこれまでの議論の成果と今後の課題を確認しようとするものである。 
本論文の第一の学術的意義は、人間の尊厳および人間の生命の意味と両者の関係に
関するドイツの法哲学者や憲法学者の見解を、多岐にわたる論点の各々に即して丹念
に整理し、比較・検討して、今日に至るまでの議論の全体像を示している点にある。
その際、本論文の考察の射程は、人間の尊厳および人間の生命それぞれについての基
本構想や意味内容、人間の尊厳の法的地位、他の価値・利益との衡量を許さないとさ
れる「人間の尊厳」（基本法1条1項）と法律の留保付きの「生命に対する権利」（同
2条2項）の関係、人間の尊厳とそれに後続するその他の基本権の関係など実に広範囲
に及んでおり、こうした複雑な議論の全貌を俯瞰する上で、本論文は有益な見取り図
を与えてくれる。 
さらに本論文の第二の学術的意義は、着床前診断、余剰胚からの胚性幹細胞の獲
得、人クローンなどの新たな医療技術の実施の是非をめぐる議論のなかで、人間の尊
厳の不可侵と人間の生命権の保護の意味と保護範囲が各論者によりどのように把握さ
れ、またどのような仕方で各自の見解の根拠とされているかを、きわめて緻密に分析
し、さらにそのことを通じて、生命倫理上の問題に取り組むドイツの法学者たちの思
考においていわば前理解として存在する、人間の尊厳と人間の生命の意味と関係に関
するさまざまな了解のあり方を明らかしている点にある。本論文の検討の素材は、基
本法の規定に関する学説が大半を占めるが、それにもかかわらず、本論文が解釈論を
超えて法哲学的な意義をもつのは、本論文のこうしたアプローチの仕方によると言え
よう。 
本論文には、個々の論者の見解についての検討が全体の文脈からみて必要以上に細
部に入り込んでいるように思われる箇所がある上に、やや翻訳調の生硬な表現が論文
内容の理解を妨げている部分が見られるが、しかしそのことは、人間の尊厳の不可侵
と生命権の保護という重要な課題についてのドイツの数多くの論者の見解を緻密に比
較・検討し、ドイツにおける議論の到達点を示した本論文の学術的意義をいささかも
損なうものではない。 
よって、本論文は博士（法学）の学位を授与するに相応しいものと認められる。ま
た、平成29年2月3日に調査委員3名が論文内容とそれに関連した試問を行った結果合
格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
